
令和8年(2026年)4月24日公表

政策企画部統計課企画分析グループ

担当　山浦、北原　029-301-2642

１　調査結果

〔調査の概要〕
・ … 県内５地域（県北、県央、鹿行、県南、県西）ごとに50名、計250名。

・ … ３か月前と比較した現状及び３か月後の先行きの景気の判断（「良い」「やや良い」

「変わらない」「やや悪い」「悪い」の５択）とその判断理由（コメント）の回答を集計。

・ … 四半期（６、９、12、３月）毎に実施し、翌月公表。（今回調査期間:令和８年３月５日から19日まで）

・ … 94.0％〈250名中235名から回答〉

△5.5 

△8.8 

３月調査
結果

△8.5 

42.9△4.4 

39.7

○　県全体の景気の判断DIは、
　現状は5期連続で50を下回り
　先行きは8期連続で50を下回
　った。前回調査との差も、
　現状では3.3、先行きは5.5
　ポイント低下した。

○　地域別では、現状DIが県央
　を除く全ての地区で前回調査
　より低下したものの、県西で
　は50を上回った。先行きDIは
　全ての地区で前回調査より
　低下し、50も下回った。

○　ウォッチャーからは、物価
　高や中東情勢、人件費高騰に
　関するコメントが多く寄せら
　れた。

前回調査
との差

△3.7 

茨城県景気ウォッチャー調査結果（令和８年３月調査）

資 料 提 供

50.5 △2.0 46.9 △3.1 

※DI(Diffusion Index)

景気動向を判断するた
めに使用される指標の１
つ。景気の方向性（景気
が上向きか下向きか）を
見るもの。

本調査では、回答を５
つの区分ごとに点数で表
し、その点数を回答構成
比（％）で乗じてDIを算
出している。

＜参考＞
DI値50超　：上向き
DI値50　　：横ばい
DI値50未満：下向き

～ 現状は5期連続で50を下回り、先行きは8期連続で50を下回った～

３月調査
結果

前回調査
との差

県西

46.3 △3.3 42.4

49.5

景気現状判断DI 景気先行き判断DI

　茨城県では、本県の景気に関する生の情報を得るために、県民から景気の状況を３か月ごとにアン
ケート形式で情報収集する県独自の景気ウォッチャー調査を平成14年から行っています。
　この度、令和８年３月の調査結果がまとまりましたので、概要を以下のとおり公表します。

区分

鹿行

県全体

県北

☆ここがポイント

45.1

県央 +2.6 

景気の現状判断DIの推移（地域別）

県南

調 査 時 期

39.6 △10.9 38.0

44.7

46.7 △1.8 

△3.1 

調 査 客 体 数

調 査 内 容

回 答 率
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20
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12 R2.3 6 9 12 R3.3 6 9 12 R4.3 6 9 12 R5.3 6 9 12 R6.3 6 9 12 R7.3 6 9 12 R8.3

県北地域

県央地域

鹿行地域

県南地域

県西地域

全県

 

（地域区分） 県北地域：日立市、常陸太田市、高萩市、北茨城市、常陸大宮市、大子町

県央地域：水戸市、笠間市、ひたちなか市、那珂市、小美玉市、茨城町、大洗町、城里町、東海村

鹿行地域：鹿嶋市、潮来市、神栖市、行方市、鉾田市

県南地域：土浦市、石岡市、龍ケ崎市、取手市、牛久市、つくば市、守谷市、稲敷市、かすみがうら市、

つくばみらい市、美浦村、阿見町、河内町、利根町

県西地域：古河市、結城市、下妻市、常総市、筑西市、坂東市、桜川市、八千代町、五霞町、境町

(DI)

(月)
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〈参考〉

現状判断回答構成比

先行き判断回答構成比

２　分野別の動向

（１）現状判断DI

  家計動向関連DIは、前回調査より3.7ポイント低下し、5期連続して50を下回りました。

　企業動向関連DIは、前回調査より5.2ポイント低下し、2期ぶりに50を下回りました。

　雇用動向関連DIは、前回調査より6.2ポイント上昇し、6期ぶりに50を上回りました。

45.5

44.2

48.2

42.4

71.9

43.2

41.7

37.5

51.8

43.4

42.2

45.9

41.7

54.7

55.1%　

22.3%　

3.2%　

49.6

49.7

44.9

44.4

９月

令和7年令和7年

６月

令和7年

52.5%　

25.2%　

5.9%　

0.8%　 1.2%　

13.8%　

令和7年

47.9%　

令和7年

53.7%　

22.4%　

4.5%　

44.1

45.1

令和8年

12月

48.1%　

28.1%　

9.4%　

３月

46.3

46.0

令和7年

３月

8.4%　

やや良くなっている

1.6%　

17.9%　

令和8年

９月

51.6%　

26.8%　

6.5%　

令和7年

令和7年

９月 12月

令和7年

６月

17.2%　

　　　　　　調査年月
回答

変わらない

良くなっている

16.3%　

43.2%　

28.2%　

4.0%　

やや悪くなっている

悪くなっている

43.8

製造業

住宅関連

飲食関連 40.3

41.7

28.2%　

5.9%　

サービス関連

2.2%　

16.7%　

６月

家計動向関連

　　　　　　調査年月
回答

令和7年

３月

27.8%　

6.2%　

令和7年

小売関連

悪くなっている

変わらない

企業動向関連

41.5

50.4

46.4

43.256.0

47.2

45.1

35.7

43.6

49.2

52.543.4

42.5

46.9

36.9

49.2

農林水産業

46.3

合　計

44.2

44.8 44.7

　　　 　   調査年月
分野

やや悪くなっている

0.4%　

16.0%　

非製造業 48.3

46.8

40.3雇用関連

46.2

３月

良くなっている

やや良くなっている

47.1%　

令和7年

12月

3.2%　

20.2%　

51.0%　

22.7%　

2.8%　

0.8%　

18.6%　

３月

2.6%　

15.7%　

51.9%　

23.8%　

6.0%　

３月

2.1%　

12.3%　

令和8年

46.9

50.3

56.3

48.2

51.7

46.3

- 2 -



（２）先行き判断DI

　 家計動向関連DIは、前回調査より4.0ポイント低下し、8期連続で50を下回りました。

　 企業動向関連DIは、前回調査より9.5ポイント低下し、2期ぶりに50を下回りました。

　 雇用動向関連DIは、前回調査と同じ43.8となり、6期連続で50を下回りました。
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令和7年

雇用関連 40.3

43.8

42.5

46.9

製造業
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３月
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53.7サービス関連
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44.3 39.5

43.8
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家計動向関連

41.7

45.1

住宅関連

令和7年

46.4

46.9
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50.0

49.4

小売関連

45.3合　計

　　　 　   調査年月
分野
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農林水産業

企業動向関連

36.1
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43.8

43.1

３月

42.4

42.8

36.1

景気の現状判断DIの推移（分野別）

41.7
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47.9

46.8

48.3

53.3

40.8

景気の先行き判断DIの推移（分野別）

飲食関連 44.6

47.5
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41.4

35.7
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３　ウォッチャーのコメント抜粋

（１）県北地域

・

・

・

　

・

・

（２）県央地域

・

・

・

・

　

・

・

（コンビニエンスストア）普段の買物を控えて、高額な買物や旅行の費用に充てる動きが、より顕著に
なってきていると感じる。

（日本料理店）市内のそば店の間で、情報交換や技術研鑽を行い、行政と連携していくために結成された
団体（「おそば屋さんの会」）が、常陸秋そばのリブランド化（企業や製品のブランドを時代や戦略に合
わせて再構築し、価値や認知を高める戦略的な取り組み）事業を活発に行っている。会員店舗のうち、テ
レビに取り上げてもらった店には、客が集中する状態が続いている。

（ゴルフ場）車がないと生活が難しい地域において、燃料費の高騰は家計に大きく影響を及ぼす。普段は
各自の車で来場していた人達が乗り合わせで来るようになったり、来場回数を減らしたり、レジャーのた
めに車で移動することを躊躇う傾向が見られる。原油価格への国の対策が不透明なため、3か月後も燃料費
高騰や物価高の傾向は続くと予測し、景気はやや悪くなっていると判断する。

（非製造業(その他)）受注量が少なくなる感触がある（受託する仕事量が減り、派遣は増える）ため、や
や悪くなっていると判断した。

　景気の現状判断DIは39.6となりました。前回調査より10.9ポイント低下して、横ばいを
表す50を２期ぶりに下回りました。

②　先行き判断：　景気の先行き判断DIは38.0となりました。前回調査より8.5ポイント低下して、横ばいを表す
50を８期連続で下回りました。

・

（住宅販売会社）不動産業界や建築業界は、年度末時期になると賃貸物件の退去や入居案件が増える。そ
れに伴い、修繕工事やリフォーム工事が多くなり、忙しくなる。開発造成等も増加傾向にあり、家を建て
たい人は以前より増えていると感じる。特に、新規補助金（省エネ化・カーボンニュートラル化支援）を
活用した動きが顕著なので、良くなっていると判断した。住宅ローン金利が上がり気味ではあるが、そこ
までのトーンダウンはないと思われる。

（運輸業(道路貨物運送業)）働き方改革の影響で、車両の点検や修理にかかる日数が増えており、予約も
取りにくくなっている。点検・修理日数が増えた分、稼働日数が減ってしまうため、やや悪くなっている
と判断した。

②　先行き判断：　景気の先行き判断DIは44.7となりました。前回調査より3.7ポイント低下して、横ばいを表
す50を８期連続で下回りました。

（バス運転手）ただでさえ物価が高止まりしている中で、原油価格の急騰が続けば、私達の生活への影響
だけでなく、会社にとっても燃料油脂費のコストアップは避けられない。よって先行きは、やや悪くなっ
ていると判断する。

（製造業(輸送用機械器具)）今後についても引続き、トランプ関税、中国が関わる半導体問題が継続する
ことが見込まれる。また、中東情勢の影響で原油やガソリンなどの高騰も見込まれるため、景気はやや悪
くなっていくと予測する。

①　現状判断： 　景気の現状判断DIは49.5となりました。前回調査より2.6ポイント上昇したものの、
横ばいを表す50を５期連続で下回りました。

（商店街代表者）この時期は人事異動が行われるが、担当者の退職によって、前任者が担当に戻る事例が
度々見受けられる。特に、若手からベテランへの交代が多く見られる。従業員の定着が、経営課題として
大きな問題となってきている。

（道の駅）当地域はハイキングに適した山が多い。全国で熊出没の報道が頻発する中、熊がいない当地に
山登りやハイキングに多くの人が訪れている。「急増」といえる増え方である。

③　特徴的動き

①　現状判断：

③　特徴的動き

（写真店）景況感が体感として好転していない中、少子化により行事ごとの撮影受注が明らかに減少して
いるため、悪くなっていると判断した。

（建設業）物価上昇の影響で、新築やリフォームを計画しても、コストが予算を大幅に超えてしまい、な
かなか先に進まないことが多くなってきたため、やや悪くなっていると判断した。
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（３）鹿行地域

・

・

・

・

・

（４）県南地域

・

・

・

・

・

・

（小売業(米穀)）今後益々、米の販売価格の下落（値下げ）が予想される。売れば売るほど赤字になるた
め、やや悪くなっていると判断する。3月末で廃業する業者が市内に2社あるが、今後更に同業者の倒産や
廃業が出ると想像する。

（製造業(飲料)）世界情勢が良くならなければ、先行きは悪くなっていくと思う。26年10月に酒税一本化
が本格的になるため、客の購入傾向次第では会社の業績に影響するかもしれない。よって、やや悪くなっ
ていると判断する。

②　先行き判断：　景気の先行き判断DIは42.9となりました。前回調査より3.1ポイント低下して、横ばいを表す
50を８期連続で下回りました。

（都市型ホテル）年末年始向けの高単価のコース料理に対する客の反応が悪い。結果、客単価を下げる形
となるため、全体的に売上げは下がると見込まれる。よって、やや悪くなっていると判断した。人件費や
光熱費をできるだけ抑えて、利益を出したいと考えている。

（製造業(窯業・土石製品)）最近は、工事にかかる費用が全体的に上がっているため、客が予算内に収め
るために工事内容を縮小するケースが増えている。また、当社の製品についても、原材料高騰の影響で値
上げを行っているため、結果として出荷数量が減っている。よって、やや悪くなっていると判断した。

①　現状判断： 　景気の現状判断DIは46.7となりました。前回調査より1.8ポイント低下して、横ばいを
表す50を１０期連続で下回りました。

②　先行き判断：

（小売業(書店)）とにかく不景気である。物価高により、趣味に金を使うことを控えていると感じる。
よって、悪くなっていると判断した。

（農業関係者）米の価格高騰に起因して、2025年産米の売れ行きは例年に比べて良くない。消費者は、他
の野菜類も価格で判断しており、売上げは例年より少ないように思われる。生産資材高騰分の販売価格へ
の転嫁も十分ではなく、収益の上昇には繋がっていないため、やや悪くなっていると判断した。

（衣料品販売店）今年に入り気温が低下し、関東でも雪が降った。ダウンジャケットやコートなどの重衣
料が一時的に動いたが、その後の反動で、売上げが伸び悩む日も増えた。

（金融業）令和7年3月末に高炉が閉鎖した影響が随所に出てきている。市内の下請け業者の減少が続いて
いるほか、港の鉄鋼石等の取扱量が減少している。

③　特徴的動き

③　特徴的動き

（小売業）県南地域の自治体が、2025年の人口増加率で、全国の「市」の中で1位となった。つくばエクス
プレス沿線の住宅開発や研究学園都市という街の魅力に惹かれて、転入者の増加が続いている。若年層や
ファミリー層の流入に伴い、地域の消費需要が拡大することを今後も期待している。

（設計事務所）建築確認の遅れ（国土交通省の4号特例廃止のため）により、住宅産業は大変混乱してい
る。

　景気の先行き判断DIは39.7となりました。前回調査より8.8ポイント低下して、横ばい
を表す50を８期連続で下回りました。

（不動産業）中東情勢により、石油関連の色々な物が値上がりすることが予想される。また、円安が益々
進行するのではないかと心配である。よって、先行きはやや悪くなっていると判断する。現在、建物を建
築中であるが、蛍光灯が一部メーカーで今年1月1日より値上がりした。昨年12月中旬に発注しているが、
未だに入荷していない。一部サッシメーカーからは、5月より値上げするとの連絡があった。今年も住宅関
係資材の値上がりラッシュになりそうである。

（求人開拓員）鹿行地区の主産業は製造業で、その有効求人倍率が全国平均を上回る1.34倍で、なおかつ
前年同期比で0.11ポイント改善していることから安定した成長が見て取れる。しかし、求職者の応募が目
標をクリアできず、人手不足がネックになっている。更に、海外の景気状況が予見できず、生産への悪影
響が懸念されることから、やや悪くなっていると判断する。

　景気の現状判断DIは45.1となりました。前回調査より4.4ポイント低下して、横ばいを
表す50を７期連続で下回りました。

①　現状判断：

・
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（５）県西地域

・

・

・

・

・

（６）多く寄せられたキーワード

①「物価高、値上げ」に関するコメント

・

・

②「中東情勢、将来不安」に関するコメント

・

③「人件費高騰、人手不足」に関するコメント

・

・

（美容室）止まらない物価高により、消費が落ちている。その煽りを受けている状態のため、悪くなって
いると判断した。顧客の利用頻度は確実に落ちている。

（酒・各種商品小売業）物価高騰の影響を感じる。しかし、慣れてきた感じもする。特に観光客は、美味
しいものやＳＮＳでバズってるものには金を使っていると感じる。

（注）より詳しい情報については、当課ホームページを御覧ください。
　　　（https://www.pref.ibaraki.jp/kikaku/tokei/fukyu/tokei/betsu/bukka/watch/index.html）

（小売業(生花店)）同業の花屋がまた一軒廃業した。経営者の高齢化と後継者不足、人材不足（経験のあ
る従業者が募集しても集まらない）が理由らしい。

（洋食レストラン）労働者の賃金を上げる国の方針は、働く人には良いと思うが、個人事業主としては苦
しい。仕入れ値が上がっているため価格転嫁をしたいが、客離れを懸念しなかなか上げられない。売上げ
も大きく上がらないのに、賃金ばかり上がり、従業員を抱えることが難しい。国の政策には、もう少し事
業主の目線を加味してほしい。

53件（県北：19 県央：7 鹿行：10 県南：11 県西：6）

（小売業(酒類)）イラン紛争の影響で、ガソリンや石油製品の価格はどんどん上がっていくだろう。生活
そのものの不安が増していく中、嗜好品の買控えや消費意欲の減退は顕著になると予想する。ある意味
で、コロナ禍よりひどい気がする。

（タクシー運転手）現状では景気回復は望めないが、今の総理は、これまでの日本のトップとは異質なの
で、多少期待している。国が政治改革に積極的に取り組まなければ、景気は回復しない。また、経済は相
互に連携しているので、日本だけ景気が良くなっても、全世界が景気回復に向かっていかなければ意味が
ない。戦争をやっている場合ではない。人類仲良くしなければ、景気回復はない。

　以下では、ウォッチャーから寄せられた回答の中で多く見られたキーワードや、前回から増加した
キーワードを含むコメントを掲載しています。

（イタリア食堂）当店では、コロナ禍の頃から、飲食店と弁当販売の二刀流で営業している。飲食店の営
業を長年やってきたので、そちらを伸ばしたいと思っていたが、外食より弁当やオードブルなどを内食で
楽しむ生活スタイルが定着してきたようで、単価は低いものの、テイクアウトの割合がどんどん増えてき
ている。今後、コロナ禍前のように、外食を楽しむ文化が戻ってくることを切に願っている。

（商店街代表者）上曽トンネルが令和7年9月27日（土）に供用を開始した。当初の予想を超える交通量と
なっているが、中でもトラックの交通量が増加傾向にある。今の時期は、ひな祭りなどのイベントもあ
り、平日でも交通量が多いという声を地元市民からも聞く。地元への経済効果が期待される。

（旅行代理店）円安がコロナ禍前の水準に戻らないと、地方で海外旅行客数の回復を望むことは難しい。
バス運賃の値上げにより、国内団体旅行も厳しくなっているため、やや悪くなっていると判断する。

（製造業(化学工業)）円安、株価、金利、中国からの希土類供給リスク、中東紛争（米国・イスラエル vs
イラン）による原油とLNG供給リスクなど、今後の景気に影響を及ぼしそうな案件が多く、注視が必要だと
思う。

220件（県北：66 県央：47 鹿行：30 県南：35 県西：42）

299件（県北：69 県央：69 鹿行：58 県南：62 県西：41）

③　特徴的動き

　景気の現状判断DIは50.5となりました。前回調査より2.0ポイント低下したものの、
横ばいを表す50を２期連続で上回りました。

（製造業(印刷・同関連業)）3か月前は年末で、今月は年度末にも関わらず、売上げも仕事量も普段の月と
変わらないため、やや悪くなっていると判断した。

（人材派遣業）季節繁忙を除いても仕事の依頼は増えているが、4月からの価格改定交渉に伴い派遣コスト
が賄いきれず、フルタイム採用をパートやスキマバイトで賄う方針に切り替えるなど、コストの見直し・
コスト管理の厳格化に進む企業が増えているように感じるため、全体的には変わらないと判断した。

②　先行き判断：　景気の先行き判断DIは46.9となりました。前回調査より3.1ポイント低下して、横ばいを表す
50を３期ぶりに下回りました。

①　現状判断：

・

・
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